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第４問(選択問題)

問１

問２
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～ について考える。

表１のＣ５番地は，勾配１／12の直進スロープ距離ｌを表示するセルである。図１

を見ると，ｌはｋ＋1.5〔m〕だとわかる。問題に書かれているとおり，ｋは「勾配

の逆数×ｈ」なので，

ｌ ＝ 勾配の逆数 × ｈ ＋ 1.5

となる。したがってＣ５番地は，

Ｂ５ ＊ Ｃ２ ＋ １．５

となる。ここでＣ５番地はセル範囲Ｄ５～Ｇ５とＣ６～Ｇ６に複写するので，Ｂ５

の列を固定するために列番号の前に＄を付け，Ｃ２の行を固定するために行番号の

前に＄を付け，

②＄Ｂ５ ＊ ①Ｃ＄２ ＋ ⑥１．５

とする。

（答） …２ …１ …６

表１のＣ７番地は，勾配１／12の平行スロープ距離ｎを表示するセルである。図２

を見ると，ｎはｋ＋1.5＋1.5〔m〕だとわかる。このとき，ｋ＋1.5は上で計算した

勾配１／12の直進スロープ距離ｌと同じなので，Ｃ７番地は勾配１／12の直進ス

ロープ距離ｌのＣ５番地を参照して，

④Ｃ５ ＋ ⑥１．５

と表すことができる。ここでＣ７番地はセル範囲Ｄ７～Ｇ７に複写するが，Ｃ５は

相対的に参照するため列番号の前に＄を付けてはならない。

（答） …４ …６

ア

ア オ

イ ウ

エ オ

～ について考える。

表２のＣ８番地は，勾配１／12の直進スロープが設置できるかを表示するセルであ

る。勾配１／12の直進スロープの二つの設置条件についてＣ８番地をもとにそれぞ

れ具体的に考えると，

・設置検討スペースにおけるｉが，勾配１／12の直進スロープ距離ｌ以上

→ Ｃ３ ≧ Ｃ５

・設置検討スペースにおけるｊが，スロープの幅（1.5m）以上

→ Ｃ４ ≧ １．５

となる。二つの条件を両方満たす場合にのみ設置できるためＣ８番地は，

ＩＦ（⓪ＡＮＤ（⓪Ｃ３ ＞＝ Ｃ５，②Ｃ４ ＞＝ １．５），

“設置可”，“”）

となる。ここでＣ８番地はセル範囲Ｄ８～Ｇ８に複写するが，Ｃ３やＣ４，Ｃ５は

相対的に参照するため列番号の前に＄を付けてはならない。

（答） …０ …０ …２

表２のＣ９番地は，勾配１／８の直進スロープが設置できるかを表示するセルであ

り，条件は追加されているが考え方は勾配１／12の直進スロープと同様である。既

存の条件のうち「勾配１／12の直進スロープ距離ｌ以上」は「勾配１／８の直進ス

ロープ距離ｌ以上」に変わり参照するセルはＣ６となるのでＣ９番地は，

ＩＦ（ＡＮＤ（Ｃ２ ＜＝ ０．１６，②Ｃ３ ＞＝ Ｃ６，

Ｃ４ ＞＝ １．５），“設置可”，“”）

カ サ

カ キ ク
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問３
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となる。ここでＣ９番地はセル範囲Ｄ９～Ｇ９に複写するが，Ｃ３やＣ６は相対的

に参照するため列番号の前に＄を付けてはならない。

（答） …２

表２のＣ１０番地は，勾配１／12の平行スロープが設置できるかを表示するセルで

ある。勾配１／12の平行スロープの二つの設置条件についてＣ１０番地をもとにそ

れぞれ具体的に考えると，

・設置検討スペースにおけるｉが，スロープの幅（1.5m）以上

→ Ｃ３ ≧ １．５

・設置検討スペースにおけるｊが，勾配１／12の平行スロープ距離ｎ以上

→ Ｃ４ ≧ Ｃ７

となる。二つの条件を両方満たす場合にのみ設置できるためＣ１０番地は，

ＩＦ（ＡＮＤ（⓪Ｃ３ ＞＝ １．５，⑧Ｃ４ ＞＝ Ｃ７），

“設置可”，“”）

となる。ここでＣ１０番地はセル範囲Ｄ１０～Ｇ１０に複写するが，Ｃ３やＣ４，

Ｃ７は相対的に参照するため列番号の前に＄を付けてはならない。

（答） …０ …８

～ について考える。

表３のＢ２番地は，表２のセル範囲Ｃ８～Ｃ１０を参照し，“設置可”が表示され

ている一番上のセルに対応するスロープの種類（セル範囲Ａ８～Ａ１０）を表示す

るセルである。ＰＩＣＫＵＰ関数は問題の最終ページの【使用する表計算ソフト

ウェアの説明】に書かれている通り，

ＰＩＣＫＵＰ（セル範囲１，式，セル範囲２）

であるのでＢ２番地は，

ＰＩＣＫＵＰ（距離計算表！Ｃ８～Ｃ１０，“設置可”，

距離計算表！Ａ８～Ａ１０）

となる。ここでＢ２番地はセル範囲Ｃ２～Ｆ２に複写するので，Ａ８～Ａ１０の列

を固定するために列番号の前に＄を付け，

ＰＩＣＫＵＰ（②距離計算表！Ｃ８～Ｃ１０，“設置可”，

①距離計算表！＄Ａ８～＄Ａ１０）

とする。

このとき，表３のＤ２番地には，表２のセル範囲Ｅ８～Ｅ１０で一番上に“設置

可”が表示されている①勾配１／12の直進スロープ が，Ｆ２番地には，表２のセル

範囲Ｇ８～Ｇ１０で一番上に“設置可”が表示されている③勾配１／12の平行ス

ロープ が表示される。また問題の最終ページの【使用する表計算ソフトウェアの説

明】には，ＰＩＣＫＵＰ関数において「等しい値のセルがない場合は文字列“エ

ラー”を返す。」と書いてあるので，表２のセル範囲Ｆ８～Ｆ１０で１つも“設置

可”が表示されていないＥ２番地には④エラー と表示される。

（答） …２ …１ …１

…４ …３

表３のＢ２番地に“エラー”と表示する代わりに“代替案要検討”と表示する計算

式にするには， の解答群を見るとＣＯＵＮＴＩＦ関数を用いることがわか

ケ
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る。ＣＯＵＮＴＩＦ関数は問題の最終ページの【使用する表計算ソフトウェアの説

明】に書かれている通り，

ＣＯＵＮＴＩＦ（セル範囲，式）：セル範囲中で式と等しい値を持つセルの

数を求める。

なので，“設置可”の表示が０のときに，“代替案要検討”と表示するばいい。し

たがってＢ２番地は，

ＩＦ（⑤ＣＯＵＮＴＩＦ（距離計算表！Ｃ８～Ｃ１０，“設置可”）＝０，

“代替案要検討”，ＰＩＣＫＵＰ（距離計算表！Ｃ８～Ｃ１０，

“設置可”，距離計算表！＄Ａ８～＄Ａ１０）

となる。ここでＢ２番地はセル範囲Ｃ２～Ｆ２に複写するが，Ｃ８～Ｃ１０は相対

的に参照するため列番号の前に＄を付けてはならない。

（答） …５チ


